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今回開発した製品は、従来製品よりも多数の機能追加や改
善を行いながらも、ユニットのモジュール化等で小型化し
省資源化を実現しました。今後も弊社は、川崎市の企業と
して、カーボンニュートラルの実現に向けた活動に取り組
んでまいります。

製品・技術部門

東芝インフラシステムズ株式会社 電波システム事業部 小向工場

超短波全方向式無線標識施設
DVOR-07C型装置（TW4706）
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●ドップラー効果を利用したVOR装置
● 航空機に高精度な方位情報を提供する無線標識施設として、
航空機の安全で効率的な運航のために重要な役割を担う

●監視・計測項目の追加等の機能改善を行うと同時に、ユニット
のモジュール化や各ラックの構成見直し等を行うことで小型化
し省資源化を実現

製品・技術の概要

●旧モデルのDVOR装置※と比較して約４％のCO₂排出量を削減
※DVOR： Doppler VHF omnidirectional radio range

ライフサイクルCO2削減効果

企業からのコメント

製品を通じた社会への波及効果
●他機種の製品にも応用可能な技術として社会へ貢献

DVOR-07C型装置

お問い合わせ先
東芝インフラシステムズ株式会社 小向事業所
〒212-8581 川崎市幸区小向東芝町１番地
Tel 044-548-5003

業務内容
電波機器、セキュリティ自動化機器等の開発・
設計・製造・保守
https://www.global.toshiba/jp/company/
infrastructure.html
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送信制御監視架電源架

原材料調達   生　産 流通・販売 使用・
維持管理

廃棄・
リサイクル

省資源化によりCO₂排出量削減

使用時の消費電力量増

製品の製造時等における脱炭素化の取組
●事業所におけるカーボンニュートラル都市ガスの導入、ＦＩＴ非化石証書付電力の購入により、
製造に伴うCO₂排出量を削減

日本ダスト株式会社 NDK夜光工場

高性能破砕機による処理困難物の
破砕処理
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●処理困難な産業廃棄物の中間処理サービス
●二軸二段式の破砕機の導入により、重機等による前処理
工程を不要とし、破砕処理に係る燃料や電力を削減

●これまで県外へ搬出していた処理困難物の市内での処
理を実現

人の手や重機を用いて前処理を行っていた『処理困難物』を直接
投入し破砕することが可能になり、従来の工場よりCO₂の排出を
抑えながら廃棄物の破砕処理が可能となりました。使用する燃料
や電力の削減とともに、破砕することで容積を減らし、一度に大
量の廃棄物を運搬することで、カーボンニュートラルの実現や
SDGs の達成、環境保全への貢献に取り組んで参ります。

サービスの概要

●本サービスを導入しなかった場合と比較して
約28％のCO₂排出量を削減

ライフサイクルCO2削減効果

企業からのコメント

サービスを通じた社会への波及効果
●本サービスの提供を通して、処理困難物の焼却回避や運搬の効率化に貢献

高効率の破砕機の導入により消費電力を大幅に削減

営業・
販売

サービス
の提供

物資の
調達

アフター
サービス

お問い合わせ先
日本ダスト株式会社
〒210-0857　川崎市川崎区白石町3-44
TEL 044-333-9458　FAX 044-333-1463

NDK夜光工場

二軸二段式破砕機

業務内容
産業廃棄物収集運搬及び中間処理業、一般廃棄物収集
運搬業、資源リサイクル事業、環境調査コンサルタント
https://ndkgroup.co.jp/ 

サービスの提供時等における脱炭素化の取組
●コンピューター制御により、電圧を抑制して処理可能な破砕機を採用
●処理効率向上により、破砕機や重機の稼働時間を大幅に削減

サービス部門

●主に蓄電池の充電及び放電試験に使用される試験用電源
●試験する装置に対して、電源としての役割と負荷装置としての役
割を１台で行うことが可能

●従来は熱に変換して放出していた試験時の使用電力の90%以上
を再び電力として系統へ戻し利用することで、使用時のCO₂排出
量を削減
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